
「源流Jは どう変わる ?

真光寺川を清流にする会
世話人 山口 拓郎

真光寺川は今でこそ住宅街を流れる整備された川である。昔は多摩丘陵の谷戸を流れる一筋
の流れだつたにちがいない。丘陵の多くの狭聞から湧き出る水や、地勢にそっで流出する雨水
や、雪溶け水が、大地に真光寺川の原型を刻み込んできたものであろう。それは数百年、いや
もつと永い歳月を要 した自然の営みだつたと思われる。
現在、源流と思える箇所を6ヵ 所、確認することができる。その中の一っ、飯守神社の奥に

ある最も源流らしい箇所を我々は 「源流」と呼び、真光寺ブ||八景にも加えてきた。
これまで何度か 「最初の一滴」を求めて小学生や先生方 と共に探訪 してきた。竹藪を掻き分

け掻き分け進むと、僅かの平地がありその湿地帯に多くの沢ガニが棲滝、するいわば秘境である。
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11月 14日 (土)鶴 三小 ・学校運営会議
町田市の小学校で実施するボランテイアコ
ージィネイターの説明があつた。ぃぃ制度
だと思 う。町五小の 「ふれあいサタディ」
の例を参考までお話しする。

11月 19日 (木)水 サンプル採集
夜が明けるのが遅い。 6時 15分 に家を出
る。気温は低い。開戸親水では精進場橋の
辺 りに多くの水鳥が群れているのが見えた。
泡は開戸親水からしただ橋の下流まで続い
ていた。途中、野田さんに合 う。
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12月 11日 (金)塁 親通信発行、一木会

14時 から支所で作業。山本、黒回、音田

さん。
16時 から魚民で一木会。山本、黒日、岩

上、首日、久出さん。里親通信 1月号は例

年は 「1年の懐古と新年の抱負」を主題に

していたが10年 の節目にあたり '10年

も の歩みと、そしてこれから」となる。

12月 13日 (日)定 期清掃日

山本、黒田、桜井、日中、山岡夫妻、中村

石黒、野田さん参加。前日の雨でやや増水。

曇、陽はささなく気温は低い。 12時 解散。

12月 14日 (月)開 発業者から電話

源流の一つを造成して農園にすることにな

つたので説明に伺いたい由連絡がある。

12月 17日 (木)水 サンプル回収

夜明けが遅い。 6時 半、夜が自むのを待ち

かねて家をでる。気温は低いが快晴で気持

ちがいい。五条池に厚い氷が張つていた。
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1月  8日  里 親通信印刷、一本会

14時 から支所で里規通信の印刷作業。

山本、黒日、吉田さん。

18時 から魚民で一木会。山本、黒日、岩

上、首日、桜井さん。源流開発の件で様々

な意見が出る。実地見関することになる。

1月 10日  1月 例会 。江ノ島散策

1月 は清掃作業がお休みなので、恒例の新

春散策 となる。境川の河日探索を兼ねて江

ノ島へ行 く。 11名 参加。快晴に恵まれ気

持ちのいい散策になる。野田さん夫妻も参

加、早速里親通信のレポー トをお願いする。

1月 21日 (本)水 サンプル回収

前夜、支度をしている時、試験管を使い切

って しまっていることに気がつく。迂閣だ

った。取 り敢えず ビタミン剤の瓶での代用

を考え4本 煮沸する。松前さんに事情を連

絡する。当日、早暁に松前さんが届けて下

さる。すつか りご迷惑をかけ恐縮する。

6時 半に家を出る。気温が異常に高く、4

月頃の気象。歩いていて汗ばむぐらいだつ

た。

1月 25日 (月)「源流」現地調査

開発会社の奥田社長立ち会いの下、現地を

探査することになつた。 14時 飯守神社集

合。山本、黒IB、岩上、生江、笠井、桜井

吉田さん参加。現地で図面にもとずき説明

を聞く。質問第 1「 何故開発するのか」開

発業者は残土の廃案地を求めている。地権

者は荒廃地のまま放置するより、コス トが

ゼロであれば農地に造成 し活用 したい。ち

なみに造成費用は開発業者が負担する。

質問第 2「 残土は環境汚染の懸念はないか」

業者 として事業を継続 していくために信用

を旨としている。その懸念は一切ない。

皆の希望はサワガニが生存できる環境を維

持 してほしい、又、何か源流 らしく整備で

きないか、等々。未だ行政に申請を出して

いる段階であるので、逐次進捗状況を連絡

するようにしたい。我々としては経過を注

意深 く見守っていきたい。 (この項おわり)

{11月 〕

○観察概況
おだやかな天侯が続く。コイのほかに魚

の影はみかけなくなった。ヵモは相変わら
ず 2～ 3羽 たむろしてしてぃる。水は一向
にきれいにならない。新たに設置された
「情報警報装置」が稼動 しは じめた。泡が

一面に浮かんでいる日が多いのが気になる。
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11月 26日 (本)大 野先生から電話
和光小の大野先生から 「季節的に遅くなっ
てしまったが水生生物調査を実施 したいの
で手伝ってほしぃ」と電話があった。山岡
さんと連絡をとり支援をお願いする。

(12月 〉

○観察概況
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